
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月 4 日に、米山記念奨学生と世話クラブカウンセ

ラーのオリエンテーションがグランドホテル浜松で

あり、カウンセラーの坂神さんと新米山奨学生の陳俊

達(チンシュンタツ)君と私とで受けてまいりました。

これから 2 年間よろしくお願いします。 

 さて、その日の夜ですが、競泳の日本選手権で東京

オリンピックの代表入りが内定した池江璃花子選手

のニュースを見ました。白血病と診断されてからわず

か 2 年後の復活優勝。しかも 20 歳です。池江選手は

レース後「順位が何番でも、ここにいる事に幸せを感

じよう、と思った」というコメントに、私は思わずも

らい泣きしそうになりました。東京オリンピックのそ

の日まで体調管理に努め、素晴らしい泳ぎを見せても

らいたいと思います。また昨日の新聞には、抗がん剤

治療で髪が抜けた経験から、医療用ウイッグの髪を寄

付する「ヘアドネーション」に協力しようと、髪を伸

ばし続けている女性の記事が掲載されていました。強

い抗がん剤により頭髪が全部抜け、人毛のウイッグに

助けられた日々。髪がまた生えるようになり、気持ち

に余裕ができたころ「ヘアドネーション」の記事を目

にし、同じ境遇の人達の役に立てればと、髪の提供を

決めたそうです。残念なことに癌は昨年再発。余命も

告げられたけれど、3 年間伸ばした髪をカット出来る

日を心待ちにしながら、闘病生活を送っているそうで

す。「悲しさを知る自分だからこそ、できることがあ

る。」そのようにおっしゃっています。 

今日は既に用意していた会長挨拶があったのです

が、困難なことに前向きな 2 人の女性の記事に強い感

銘を受け、急遽変更し話した次第です。想いのままに

話しましたので、何卒ご容赦下さい。以上で会長挨拶

を終わります 

 

 

① ロータリーの友をレターケースに配布しておりま

す。みなさまお目通しをお願いします。 

② 先ほど、会長からもありましたように本日より、2

年間米山奨学生陳俊達君をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂神会員は米山財団プログラム部会の坂神さんが米山

奨学生カウンセラーを委嘱されました。 

■米山奨学生 陳俊達君挨拶 

初めまして。陳俊達と申します。中国の遼寧省から来

ました。日本に来て、5 年半となります。今年度静岡 

理工科大学の大学院に進学 

しました。米山奨学生の 

推薦していただきありがと 

うございます。日本で働い 

ていくつもりですので、 

国際交流に尽力する所存 

です。みなさまよろしく 

お願いします。 

 

 

■坂神カウンセラー/本日、米山記念奨学生 陳俊達君

を紹介頂きましてありがとうございました。私もカウ

ンセラーの委嘱を頂き皆様に感謝致します。パワー浜

松ロータリー全員の代表として陳君のお世話をしっか

りしていきたいと思いますのでどうか協力よろしくお

願いします。 

■松井社会奉仕部会長/鈴木諭様、本日はありがとうご

ざいました。SDGs について、分かりやすく説明してい

ただき参考になりました。 

■大石さん 

先日行われた演奏会ですが、大盛況で終える事ができ

ました。広告協賛してくださった皆様、ご来場してく

ださった皆様のお陰です。本当にありがとうございま

した。 

■髙木さん/4 月 3 日に待ちに待った初孫が生まれまし

た。これで、正真正銘のじいじになりました。 

■中野会長/6 年前に米山奨学生としてお世話になりま

した暢婉君さんが先月 16 日に静岡文芸大の大学院を

卒業して 23 日帰国しました。中国でまた学校の先生に

戻るようです。皆様によろしくという事でした。 

 

 

■会場：オークラアクトシティホテル浜松 3 階 チェルシーの間 

■司会：知久武 中野雄介 

■点鐘：中野敬司  

■週報：稲野清治 

■ゲスト：鈴三木材店 社長 鈴木諭様 

米山記念奨学生 陳俊達さん 

 

スマイル５件 

会員数 76 名（内出席免除会員 1 名） 

出席数 56 名 出席率 73.68％ 
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親睦と奉仕の扉へ 



 

 

 

＜卓話者プロフィール＞ 

鈴木諭 様 1978 年 4 月 2 日生 

株式会社鈴三材木店 代表取締役 

（創業 56 年、従業員 50 名、売上 40 億円） 

浜松地域ＦＳＣ・ＣＬＴ利活用推進協議会連携部会長 

遠州バザール実行委員会実行委員長 

天竜プレカット事業協同組合副理事長 

静岡県木の住まい支援協会会長 

ＮＰＯ法人出世の街浜松プロジェクト理事 

日本木材青壮年団体連合会 SDGs 委員会委員長 

静岡県木材青壮年団体連合会長 他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日はこのような貴重なお時間をいただきありがと

うございます。「SDGs から見える自社の未来像」に

ついてお話させていただきます。 

2016 年に浜松市が林業とエネルギーをテーマにした

SDGs 未来像計画を立ち上げました。私が林業に携わ

っていることもあって、そこから SDGs と関わってま

いりました。私の話が少しでもみなさんの参考になれ

ばと思います。 

「過去に感謝して、今より良くして、未来に引き継ぐ」 

「世の中に成功者が増えれば、自分たちも成功する」 

という考えで会社経営をしておりまして、リーマンシ

ョック、東日本大震災を経験した中で、その考えの下、

遠州バザールを立ち上げました。 

遠州バザールは地元・遠州の「衣・食・住」で、地産

地商を合言葉に、「地元を着る」「地元を味わう」「地

元の木で暮らす」をテーマに地元愛のあるお店や企業

が集って、異業種連携を行うものです。立ち上げ時に

は SDGs という言葉はありませんでしたが、結果これ

も SDGs の実践だった思っております。合言葉の地産

地商の商は消すの消ではなくて、商売の商です。これ

は、連携による自立を表しておりまして、遠州バザー

ルは地域の商売を回すために 

・異業種の人たちも含めて地域の人たちと連携して、

共に発展していく 

・自分たちの存在でたくさんの笑顔を生んで、誰かと

誰かがつながっていく 

・経済活動を通じて地元の商店や中小企業が、地元の

消費者とつながっていく 

の３つをかなえることを目的にやってきました。 

SDGs時代とはパートナーシップ時代と考えています。

この人と人の連携（パートナーシップ）が、持続可能

な社会、企業づくりへと繋がるのです。 

 

 

 

 

 

SDGs には 17 の目標があります 

1 貧困をなくす 

2 飢餓をゼロに 

3 すべての人に健康と福祉を 

4 質の高い教育をみんなに 

5 ジェンダー平等を実現しよう 

6 安全な水とトイレを世界中に 

7 エネルギーをみんなに そしてクリーンに 

8 働きがいも経済成長も 

9 産業と技術革新の基盤をつくろう 

10 人や国の不平等をなくそう 

11 住み続けられるまちづくりを 

12 つくる責任つかう責任 

13 気候変動に具体的な対策を 

14 海の豊かさを守ろう 

15 陸の豊かさも守ろう 

16 平和と公正をすべての人に 

17 パートナーシップで目標を達成しよう 

この中で一番大事なのは 17 番です。 

2020 年のダボス会議で株主資本主義からステークホ

ルダー資本主義に転換していくと宣言されました。 

今の人たち、次世代の人たち、先人たちの考え、自然

環境すべてについて考えて、誰一人取り残されないよ

うにしていかなければなりません。 

これまでは、経済→社会→環境の優先順位でしたが、

これからは環境→社会→経済というバックキャスティ

ングの考え方に変わっていきます。そのためには現在

から未来を考えるのではなく、「未来のあるべき姿」か

ら「未来を起点」に解決策を見つけていく必要があり

ます。ビジネスおいても、これまでは会社の利益を出

すことで、会社が良くなり、企業を継続できて、それ

によって環境を作っていけるという考え方でしたが、

これからは会社の環境がよくなることで、人が集まっ

て、利益が上がっていくことになります。これにはビ

ジネスが個社からサプライチェーン、地域に広がって

いく必要があります。 

SDGs では、よくイノベーション、パラダイムシフト

を起こせと言われます。世界を変えるイノベータは普

通の人は無関係だと考えることを関連付けてシナリオ

を創ることができます。これによって分野を超えたパ

ートナーシップのような新しい取組みが生まれるので

すが、人間の脳はそれを否定すると言われます。しか

し、元々の形が正解では無くなってきていますので、

むしろ否定されるところに可能性があると思います。

例えば、私たちは問題点を改善していくことが正しい

道だと進んできましたが、現代社会は思い描いた未来

ではなかったのではないかと問われています。ですの

で、これからは今日の変化を作り変えていくのではな

くて、あるべき姿という目標値を策定して、それに向

かって歩んでいく考え方に変えていかなくてはなりま

せん。 

最後に SDGs のキーワードは以下の３つとなります。 

1. パートナーシップ 

2. バックキャスティング 

3. アウトサイド 
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